
今回、通し行進を終えて改めて戦争の悲惨さや、核兵

器の威力、辺野古新基地建設移設問題など多くのことを

学ぶことができました。また行進途中で行われたワンポ

イント学習会では、初めて耳にすることもあり、沖縄の

現状について分からないことが多いと痛感しました。 

 私は初めての平和行進でしたが、本土から参加した

方々は 10 年や 15 年連続で行進している方もいまし

た。本土から参加した方々の平和に対する思いや、核兵

器禁止に対する熱意を引き継ぐのは私達若い世代だと

思います。今回の貴重な経験を周りへ発信し、平和活動

にも積極的に参加していきたいです。 

（リハビリ室 名嘉 良太） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 7月 1日 
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歯は年齢と共に黄色くなっていきます。その主な原因として 

①コーヒー、紅茶、色の濃い食べ物による色素が歯に付着し、だんだん濃くなる。②加齢と共に歯

の表面を覆っているエナメル質が薄くなり、象牙質が透けて見えてくる。この悩みを解消してくれ

るのがホワイトニングです。ホワイトニングには二つの方法があります。その一つ、オフィスホワ

イトニングは即効性がありますが、歯質の表面のみになる為、どうしても色調の後戻りが起きやす

くなります。その為、半年ごとに歯科でのクリーニングを行うことをお勧めします。ホームホワイ

トニングはその名の通り、家でゆっくりできるホワイトニングです。まず、歯科医院で専用のマウ

スピースを作り、その中にホワイトニング剤を入れて、自身の歯にセットし二時間後に取り外すだ

けです。二～四週間ほどで、ほぼ希望の歯の色になります。ホワイトニングは当医院でも取り扱っ

ていますので是非ご利用下さい。尚、症例により、適応できない場合もありますので気軽に歯科ス

タッフまでお問い合わせくだい。 

（中協歯科衛生士 比嘉 多恵子） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糖尿病で血糖値が高い状態が長く続くと、糖尿病の３大合

併症の一つである神経障害や、動脈硬化などが起こります。

動脈硬化は血流障害をおこし、結果足にさまざまな異常がお

こりやすくなります。また高血糖の状態は抵抗力をおとすた

め細菌感染がおこりやすくなります。血糖値をコントロール

し日々のフットケアを糖尿病足病変を予防することができ

ます。 

☆フットケアのポイント☆ 

①足の清潔・保湿 

②爪は切り過ぎない（角は切り落とさない） 

③素足を避け、靴下を履いて傷から足を守りましょう。 

④やけどに注意しましょう。（こたつや電気カーペットの使

用や、日焼けなど） 

⑤足浴やマッサージで循環改善 

⑥足に合った履物を選ぶ（着脱し易いように幅広タイプを選

ぶのは NG） 

⑦足のトラブルに気づいたら受診しましょう！ 

疾病の有無関係なく、より健康であるために週１回は足を

観察してみませんか？？      

 （中部協同病院 リハビリ室） 

 

 

近年、高齢の方々の入院が増え、食思低下や低栄養の方も多くい

らっしゃいます。 

 当院の食事形態は、普通食、軟菜、７分菜（形があり箸やスプ

ーンで切れるやわらかさ）、５分菜（小さく切りやわらかく煮込

んだもの）、５分菜マッシャー（５分菜にとろみを付けて裏ごし

したもの）、３分菜（ミキサー食）、その他嚥下 1・2・3 食となっ

ています。嚥下食は甘いゼリーやムースのため、甘くない「おか

ずのムース」が必要になってきました。 

 そこで、栄養管理室では今年の調理研究会のテーマを「ムース

食」とし、５月からスタート。週 1回のペースで開催し、現在ま

でに 11 種類のムース食を試作しました。試食会には言語聴覚士

にも参加してもらい、いろいろアドバイスをもらいながら進めて

います。でんぷん質の多いじゃがいも、水分の多い野菜、ミキサ

ーにかけると臭いが強く出る青魚等々、まだまだ課題はあります

が、秋頃までには基準を完成させて新しい食形態「ムース食」を

提供できるように、スタッフ全員で頑張っています。 

(栄養管理室 知名 百合子) 
スクランブルエッグのムース 

かぼちゃのムース 


